
議案第６号 

平成３０年度大田原市下水道事業特別会計予算 

平成３０年度大田原市の下水道事業特別会計の予算は、次に定めるところによる。 

（歳入歳出予算） 

第１条 歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ１，９８４，０００千円と定める。 

２ 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表 歳入歳出予算」によ

る。 

（債務負担行為） 

第２条 地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第２１４条の規定により債務を負担する

行為をすることができる事項、期間及び限度額は、｢第２表 債務負担行為」による。 

（地方債） 

第３条 地方自治法第２３０条第１項の規定により起こすことができる地方債の起債の目

的、限度額、起債の方法、利率及び償還の方法は、「第３表 地方債」による。 

（一時借入金） 

第４条 地方自治法第２３５条の３第２項の規定による一時借入金の借入れの最高額は、

１００，０００千円と定める。 

平成３０年２月２６日提出 

大田原市長 津 久 井 富 雄  





第２表　債務負担行為
（単位　千円）

第３表　地 　方 　債
（単位　千円）

起債の方法 利 率

8,370

平成３０年度から平成３４年度まで

　5.0％以内
（ただし、利
率見直し方式
で借り入れ、
10年後に利率
見直しを行っ
た後において
は、当該見直
し後の利率）

特定地域生活排水事業

14,100

普通貸借又は
証券発行

起　債　の　目　的

183,900

公営企業会計移行支援等業務委
託契約

平成３０年度から平成３１年度まで

計

公共下水道事業

特定環境保全公共下水
道事業

流域下水道事業

91,200

332,700

限　　度　　額

貸付残高の年3.5/100に
相当する額

償　還　の　方　法

　政府資金については、
その融資条件により、銀
行その他の場合にはその
債権者と協定するものに
よる。ただし、市財政の
都合により据置期間及び
償還期間を延長し、短縮
し、若しくは繰上償還、
又は借換えすることがで
きる。43,500

事 項

限 度 額

期 間

平成３０年度水洗便所改造資金
融資あっせん利子負担金
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